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背景：驚愕の入浴率(20年前は100％だったのが、

2022年に20％)

ありたい姿：地域の方々が温泉への誇りを持て

る温泉地

KPI：10年以内に子ども(12歳以下）の熱川温泉

入浴率を100％にする

背景、ありたい姿、KPI



【熱川温泉】

・ユネスコ世界ジオパーク無形文化ジオサイトに湯守り文化を登録

(2023年)

・東アジア文化都市事業として、湯守り文化の明文化・源泉掃除をイ

ベント化し、限定開催(2023年)

・湯めぐりチケットリリース、日帰り温泉の再開(2024年)

【玉翠温泉リゾート】

・温泉ライフスタイルブランド ゆもりびとのリリース

・観光サイト いずみーるのリリース

・日帰り温泉の開放

・地元の学生向けインターンシップの開始

これまでの活動

https://yumoribito-shop.com/ https://izumilu.com/



直近の活動

【熱川温泉】

・地元の小学生向けに温泉教育授業を開始(2026年5月) 湯め

ぐりチケット配布

・観光客のお子様と地元の子ども向けに温泉ラーケーション

テキストをリリース予定

・源泉掃除イベントの定期開催



温泉教育授業

・熱川温泉の説明、その後クイズという構成で授業

・湯の花や温泉を教室に持参し、見て触る体験も提供

・効能を体感するため、授業後に湯めぐりチケット配布

・後日開催する第二部は、熱川温泉を周遊しながら実施



温泉ラーケーションテキスト

・小学校高学年向けのラーケーション、自由研究の教材として制作中

・熱川温泉を周遊しながら、地理、理科、算数などを自ら考え複合的に学習で

きるような仕様

・考える楽しさを教えることに強みを持つ学習塾である、森大塾監修の下制作

中

・教育委員会と連携し、町内の他の温泉地への横展開を検討中

・宿泊施設の宿泊プランに付帯して観光客への付加価値になることにも期待



源泉掃除イベント

・湯守り文化を体現する源泉掃除を鑑賞イベント化

・旅館組合員が持ち回りで解説し、イベント時のみ開催だったものを定期開催

・体験プランとして販売し、観光客への付加価値になることにも期待

・鑑賞会を地域学習の一環として、小学校、中学校の授業に織り込むことを検

討中



【今後】

・入湯税値上げの増収益を活用し、大正時代の温泉を利用した製塩所の復活

・温泉教育の継続

・国民保養温泉地登録の検討

【お願い】

・入浴率が改善した事例があったらご教示いただきたいです。

・温泉エネルギーの活用事例があったご教示いただきたいです。

今後の活動とお願い
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